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紅葉の名所「九年庵」は、仁比山護国寺三十六坊の塔頭・不動院と子

院・仁比山地蔵院の跡、佐賀県出身の実業家伊丹弥太郎の旧別邸で

す。神仏分離で護国寺が廃寺になった後、三十六坊の一つ、吉祥院の

土地を所有していたが、生き残った地蔵院の土地と交換。その土地を

久留米の作庭家である誓行寺の阿（ほとり）和尚により、1900年から 9

年の歳月をかけて築造されたことからこの名で呼ばれています。 

〈会
費
納
入
の
お
願
い
（訂
正
）〉  

来
年
１
月
で
前
回
納
付
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る

会
員
及
び
今
年
３
月
に
退
職
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
「
退
職
者
の
会
」
の
運
営
は
、
会
費
と
組
合
か
ら
の
補
助
、
行
事
毎
の
参
加
費

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
会
費
３
，
０
０
０
円
に
つ
き
ま
し
て
は
「退
職
者
の
会
だ
よ
り
」の

郵
送
費
（
年
５
回
程
度
）
と
各
行
事
毎
の
参
加
者
へ
の
通
信
費
に
支
出
し
て
い
ま

す
。
会
発
展
の
た
め
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
第
７
回
退
職
者
の
会
バ
ス
ハ
イ
ク
》 

 

今
年
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、
九
州
で
屈
指
の
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
「
九
年
庵
」
と
名

湯
嬉
野
温
泉
で
す
。
“
ゆ
っ
く
り
”
“
ゆ
っ
た
り
”“
ほ
っ
こ
り
”
し
た
小
旅
行
を
楽

し
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
途
中
の
有
田
町
で
は
「
秋
の
陶
器
ま
つ
り
」
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○

集
合
場
所
と
時
間 

市
役
所
玄
関
前
・
８
時
15
分 

 
 

 

  
 

 

 
 
 
 
 
 

＊
注
意 

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は
全
額
、
前
日
は
２
０
０
０
円
負
担
） 

 
 

 

 
 

○
行 

程 

市
役
所
出
発
（
8
時
30
分
）
→
龍
泉
寺
（
10
時
30
分
）
→ 

九
年
庵
（
11
時
30
分
）
→
嬉
野
温
泉
（
12
時
30
分
）
→ 

武
雄
物
産
館
（
15
時
30
分
）
→
市
役
所
着
（
17
時
30
分
） 

 
 

○
申
込
締
切
は
、
11
月
９
日
（
月
）
ま
で
と
し
ま
す
。 

○
申
込
先 
市
職
労
書
記
局 

電
話
０
９
２
‐
７
１
１
‐
４
９
４
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
ａ
ｘ 

０
９
２
‐
７
１
４
‐
４
０
１
３ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%81%E6%AF%94%E5%B1%B1%E5%9C%B0%E8%94%B5%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E4%B8%B9%E5%BC%A5%E5%A4%AA%E9%83%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E7%95%99%E7%B1%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%9C%E5%BA%AD%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/1900%E5%B9%B4


 

 

今
年
も
台
風
の
季
節
に
全
国
で
相
次
い
で
大
き
な

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
茨
城
県
常
総
市
で
は
鬼
怒
川

の
堤
防
が
決
壊
し
、
市
役
所
を
含
む
40
平
方
キ
ロ
が

浸
水
、
市
民
生
活
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
昨
年
11
月
に
新
築
さ
れ

た
ば
か
り
の
市
役
所
も
浸
水
で
１
０
０
０
人
以
上
が

孤
立
す
る
事
態
と
な
り
、
災
害
対
策
の
拠
点
が
機
能
し

な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
鬼
怒
川
の
決
壊
を
テ
レ
ビ

中
継
で
見
て
い
た
多
く
の
人
は
、
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
る
多
く
の
家
屋
や
田
畑
、
逃

げ
惑
う
人
々
の
姿
を
連
想
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

被
災
者
救
助
の
た
め
駆
け
付
け
た
消
防
・
自
衛
隊
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
決
壊
現
場
の
上
空
か
ら
必
至
に
救
助

を
求
め
る
多
く
の
人
々
と
、
勢
い
を
増
す
水
流
に
今
に

も
押
し
流
さ
れ
そ
う
な
多
く
の
家
屋
の
状
況
を
素
早

く
判
断
し
、
救
助
の
順
番
を
瞬
時
に
判
断
し
、
自
ら
の

生
命
の
危
険
も
覚
悟
し
な
が
ら
被
災
者
を
抱
き
か
か

え
る
よ
う
に
し
て
救
助
す
る
隊
員
の
姿
を
見
て
い
て

涙
の
出
る
思
い
で
し
た
。 

 

一
方
で
同
時
刻
の
国
会
で
は
、
自
衛
隊
を
海
外
で
ア

メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
戦
争

に
派
遣
す
る
た
め
の
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
法
（
戦
争

法
）
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
会
の
外
で
は
、
降

り
し
き
る
雨
の
中
を
、

連
日
数
万
の
青
年
・

学
生
・
母
親
・
市
民

が
自
主
的
に
集
ま
っ

て
、「
戦
争
反
対
」「
憲

法
守
れ
」「
青
年
を
守

れ
」「
子
ど
も
を
守
れ
」

と
声
を
嗄
ら
し
て
叫

ん
で
い
ま
し
た
。 

世
論
調
査
で
も
八

割
の
国
民
が
『
今
国

会
で
の
安
保
法
制
成

立
に
は
反
対
』
と
応

え
て
い
る
の
に
そ
の

声
を
無
視
し
て
自
公

政
権
は
強
行
可
決
し
ま
し
た
。
目
の
前
で
深
刻
に
広
が

る
大
規
模
災
害
に
目
を
瞑
り
な
が
ら
、
憲
法
違
反
の
安

保
法
制
の
国
会
審
議
を
優
先
す
る
安
倍
政
権
の
姿
は
、

余
り
に
も
国
民
感
覚
と
離
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。（
横
多
） 

《
頭
の
体
操
》 

（１
） 

日
本
語
ど
っ
ち
が
正
し
い 

①
（ 

）怒
り
心
頭
に
発
す
る 

 

（ 

）怒
り
心
頭
に
達
す
る 

②
（ 

）白
羽
の
矢
が
当
た
る 

 

（ 

）白
羽
の
矢
が
立
つ 

③
（ 

）流
れ
に
掉
差
し
て
推
し
進
め
る 

 

（ 

）流
れ
に
棹
差
し
て
反
対
す
る 

④
（ 

）青
田
買
い 

 

（ 

）青
田
刈
り 

⑤
（ 

）足
元
を
す
く
わ
れ
る 

 

（ 

）足
を
す
く
わ
れ
る 

⑥
（ 

）新
規
蒔
き
直
し 

 

（ 

）新
規
巻
き
直
し 

⑦
（ 

）濡
れ
手
で
泡 

 

（ 

）濡
れ
手
で
粟 

⑧
（ 

）汚
名
を
雪
ぐ 

 

（ 

）汚
名
を
晴
ら
す 

（２
） 

数
え
方
は
？ 

①
イ
カ
や
カ
ニ
の
数
え
方
（匹
、
杯
） 

②
ウ
サ
ギ
の
数
え
方
（匹
、羽
） 

③
チ
ョ
ウ
の
数
え
方
（匹
、頭
） 

https://twitter.com/Sankei_news/status/641881593674526721/photo/1

